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わたしには、２さいのときに、とてもなかよしのノアくんというお友だちがいました。ノアく
んは、日本に来たALTの先生の子どもでほいくえんで同じクラスになりました。ほいくえんがお
わって、園ていでわたしといつもいっしょにあそんでくれた、はじめてのお友だちがノアくんでし
た。
ノアくんのママは、毎日のようにノアくんに「ジェントリー」「ビー ジェントリー」と話しかけ

ていました。（ジェントリーってなんだろう？）と、そのときはあまり気にしませんでした。
わたしは、今えいごをならっています。２さいのときにお母さんに、
「ノアくんと、じょうずにしゃべれるようになりたい！」

とそう言って、ならいはじめたそうです。そう言ったことはわすれてしまったけれど、ノアくんと
いうなかのよいお友だちがいたことは、よくおぼえています。わたしがなくと、ハグをしてくれた
り、おすなばやすべりだいで、じゅんばんになんどもあそんだりしました。
えいごきょうしつでは、ならったスピーチを本を見ないで言うのがむずかしいです。ふくしゅう

しているときに、しゅうちゅう力が切れてしまうこともあります。
この前旅行に行って、ホテルでとつぜん海外の人に話しかけられました。わたしは、はずかしか

ったけれど、おとうとのよっちゃんは、ジェスチャーだけでその人をわらわせていました。えいご
はむずかしいけれど、とてもたのしいです。
ノアくんとは、３さいの夏にハグをしておわかれしました。今は、ハワイにすんでいるとお母さ

んが教えてくれました。いつかもっと大きくなったら、ハワイに行ってノアくんに会ってハグをし
て、上手にえいごでコミュニケーションをとりたいです。日本にあそびに来たおきゃくさんや、困
っている海外の人にもえいごをつかってたすけてあげたいです。
そして、ノアくんのママに、
「あのときは‟ジェントリー”って言ってくれてありがとう。」

とつたえたいです。
ジェントリーは、「穏やかに優しく、しんせつに」といういみだそうです。


